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ｎ個の自然数 １，２，，，， ｎの１つの順列 （ａ・，ａ２，．．， ａ。） に対して， ｃｉをａｉより右側に
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を Ｋｅｎｄａｌｌの順位相関係数という，

　

ここで各順列が同じ確率で起きると仮定すれば，
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また，て の分布はｎの増加に伴ない急速に正規分布に近づくことがしられている．

　

したがって， 今独立に求められた二つの Ｋｅｎｄａｌｌの順位相関係数の差を検定する場合には，ｎ

が８以上であれば正規分布を用いて差しつかえない， 本論はｎが７以下のときの Ｋｅｎｄａｌｌの順位

相関係数の差を検定する数表を与える．
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ｎが３以下では危険率２０％以下で Ｋｅｎｄａｌｌの順位相関係数の差は検定できない，
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の分布を正規分布 Ｎ（０，１） とみなして検定を行な
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